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ニセモノ考
原　　　章　二　
１．蔓延する偽装
　2007年末、日本漢字能力検定協会の選んだ「今年の漢字」は「偽」であった１)。
年明けて新春、某生命保険会社の催す恒例の「サラリーマン川柳」には、「衣
食住すべてそろった偽装品」「日替の謝罪会見今日はどこ」の２句が入選した２ )。
「衣」はカシミヤ入りセーター、「食」は不二家、白い恋人から船場吉兆まで、
「住」はマンションの耐震強度。しかし「偽」はそれにとどまらず、政界、官界、
産業界を席巻し、年金記録、裏金工作、政務調査費、はては再生紙における古
紙配合率から派遣会社の請負にいたるまで蔓延した。
　バレてしまえば「偽装」だが、バレる前は資源と人材の有効利用、現在の技
術水準における適正な処置くらいに考えられていたのだろう。グローバル化、
市場原理優先、結果すなわち金がすべてという状況下で、経営利益を出すため
には、右も左も、上も下も、大も小も、どこでもみんなやっている、と誰もが
うすうす思い合っていた。
　したがって「謝罪」も、みんなが頭を下げるから自分もやらなくは、という
様子がありあり。謝罪の言葉はもちろん、頭の下げ方や下げる角度も他社を参
考にして、みんな同じありさま。ここまで偽装がスタンダード化、すなわち「衣
食住」のみならず行動パターンのすべてに及び、それがいっせいに非難される
ということは、いったい何を意味するのだろう。
　偽装のなかでも、最も敏感に受けとめられたのは食品に関するもの。不特定
多数の人命に関わることだから当然と思われるが、実際には影響の少ないもの
がほとんどだった。いきなり中に入ってくるから恐いというが、実際に恐れら
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れたのは、物ではなくて人である。
　偽装の「偽」はいつわり、「装」はよそおう。つまり偽装とは、うわべを繕っ
て人目を欺くこと、言い換えれば、カムフラージュして嘘をつくこと。嘘はむ
ろんいけない。しかし嘘はどこにでもある。それどころか、愛嬌のある嘘がな
ければ人生はやりきれない。それなのに、無害に近い嘘まであんなに騒がれた
のは、むろん食べ物は体内へ入るからだが、本当はその食べ物のかたちを取っ
て侵入する他人、何をするか分からない他人が恐れられたのだ。
　人のすることが信じられない。そうなると、どこもかしこもニセモノだらけ
に見えてくる。しかしニセモノという以上は、どこかにホンモノがあるはずだ。
人を信じられないということは、逆に何かを信じている。神仏であったり、自
然であったり、科学であったり、あるいはそうしたものを信ずる自分であった
り。しかし、なぜそれらはホンモノと呼ばれて信じられ、ニセモノのほうは拒
否されるのだろう。
　あたり前なことを言うな、と叱られそうである。しかし、分かっているつも
りで使っているホンモノ・ニセモノの意味をいま一度考えてみよう。偽装の蔓
延とそれへの一律の非難の理由が、ひょっとして分かるかもしれない。ひょっ
としてまた、人を信ずるとか信じないとかいうことの意味、生きるということ
の意味も分かってくるかもしれない。
２．不変のホンモノと変化するニセモノ
　ふつう、ニセモノが嫌がられ遠ざけられるのは、多分こんな理由からである。
ホンモノは自分の内容に自信があるので、自分を自分以上にも以下にも見せな
い。それに対してニセモノは内容に欠けるので、自分を自分以上のものに見せ
ようとする。つまり、ホンモノにおいては表と裏、包装と中身とが一致する。
ニセモノではそれらが一致せず、ズレている。一致すれば、外を見るだけで中
が分かって安心だが、ズレていると、分からないので不安になる。一致するの
は安全だから良いことで、ズレるのは不安だから悪いことだ、とこうなる。少
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なくとも食品偽装の場合は、こうした心理的メカニズムが働いていたように思
われる。
　しかしこうなると、待てよと言いたくならないだろうか。ニセモノを嫌うそ
の人は、自分がホンモノだからニセモノを許せないのか、自分に自信がないか
らニセモノから離れていたいのか、それとも自分は善悪を判断する中立の立場
だ、とでもいうのだろうか。
　それはひとまず置くとして、ホンモノにおいて表と裏、包装と中身とが一致
するということは、言葉を換れば、首尾一貫、同一性を守り、自分を変えない
ということである。確かに、創業何十年を謳う老舗はそんなふうに宣伝してい
る。それに対してニセモノは、出自からしてあやしい成り上がり者。つまり不
変のホンモノに対して、ニセモノはズレ、差異を生じ、変化する。
　こう捉え直してみると、なにやらホンモノのほうがうさん臭く感じられてこ
ないだろうか。この世で変化しないものなど何もない。それなのに磐石、岩の
ような不変性を謳うのは、どこかがおかしいのではあるまいか。
　むろん、ホンモノ信者はつぎのように言うだろう。ホンモノはべつに固定し
ておらず、どこにも理想的なものがないからこそ理想に近づくこうと、つねに
独自の進化を図っているが、ニセモノは自らその努力をしようともせず、ただ
ホンモノの外見を真似、かえってそれに停滞し、人を欺いていると。
　しかし、そう理想主義的に言われると、また疑わしくなってくる。そうした
公式的見解は、その模範生的な顔の裏に、自分を維持し守ろうとする冷たい意
志を隠していないだろうか。よいことを守るのことのどこが悪いか、と言われ
そうである。しかし、一方的に守られたとたん、よいこともよいことでなくな
る可能性がある。百歩譲って、守られることがよいことでも、守るものがよい
ものだとは限らない。
　現実にホンモノと言われるものは、しばしば権威ある地位を独占し、巧みな
統御で他者を支配し、ホンモノ性の堅持のために、じつはニセモノを一律に貶
めることによって利用してはいないだろうか。ホンモノ性を頑固に追求するホ
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ンモノは、独自の進化を図ると称して、自己安泰の秩序を永久化し、管理強化
を策してはいないだろうか。その態度、その外見こそが、人々に疑似的な安心
感を与えているのではないだろうか。
　そうなのである。ホンモノは伝統の美風を守り、父祖の遺産を受け継ぐと称
して、世の常であるズレや差異や変化を追放することで、じつは世界を石のよ
うに冷え冷えしたものにしかねない。
　しかし、こうまで言うと、当然反論が返ってくるだろう。それはためにする
議論であり「衣食住」に関わる偽装とは次元がちがうと。しかし、それとこれ
とは、本当に次元のちがう話だろうか。そこのところを確かめるためにも、あ
る新聞の特集記事を題材にして、ニセモノについて考えを進めてみることにし
よう３ )。
３．漬物に見る真実
　「偽装」には、情報や知識、技術や経験の差を利用して、玄人が素人を騙す
という側面が見られるという。材料の産地を偽って漬物を売っていた某社長は
「中国産大根か鹿児島産か、漬物で見極めることは到底むり。消費者は素人だ
けど、こっちは玄人ですから。結局は売り手のモラルが問われる」と、厚かま
しくも述べている。
　「偽装」にはまた、ネーミングについての思い込みにつけ込んで、名前やレッ
テルによって欺くという側面があるらしい。「近江豚専門店」という看板を掲
げた某居酒屋は、「近江牛」と勘違いしたのか、その連想に騙されて入ったの
か、けっこう客が詰めかけているという。記者が気になって調べてみると、「近
江豚」の「近江」は山梨県の生産者の名に由来するものであった４ )。
　この話を読んで思い出したのは、清酒の「本造り」のことである。いまのよ
うにやれ吟醸酒やれ純米酒と喧しくない、まだ合成酒というものが出回ってい
た長閑な時代の話である。とある大手の酒造メーカーが、清酒のラベルに「本
造り」と表記した。「本造り」というからには「本醸造」だと思ったら、消費
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者団体に詰問されたメーカーは、「本造り」の「本」は創業者松本の「本」で
すと答えたのである。べつに免罪符を与えるわけではないが、この手の人を
食ったような「偽装」は以前からあったのである。
　それはともかく、漬物に戻れば、なぜ中国産の大根による漬物がニセモノで、
日本産の大根がホンモノなのか。問題をずらすな、中国産であるのに国内産と
偽ったからニセモノなのだ、というお叱りの声が聞こえてくるようである。
　ではあなたは、中国の大根を材料にして、そのことを明記した鹿児島産の漬
物を、ホンモノとおっしゃるだろうか。考えるまでもなく、それ自体はべつに
ホンモノでもニセモノでもないのである。ただあなたの意識の中で、ランクの
落ちる漬物というだけである。同じように、北海道でとれた魚を材料にして、
そのことを明記するにせよしないにせよ、中国で加工されて欧米に出回ってい
る海産物も、あなたは食べないかもしれないが、ホンモノでもニセモノでもな
いだろう。
　鹿児島の漬物が名前を偽ったという点はその通り、農林物資の品質表示を定
めるＪＡＳ法に触れており、否定のしようがない。しかし、それは名前にこだ
わる者がいるからである。それはレッテルを貼られることで「偽装」というこ
とになったのだ。
　もしあなたが本当のホンモノ信者で、外見に惑わされず本質を追求する人で
あるならば、外国産と国産とを問わず、大根の漬物は漬物であり、問題はその
品質、つまり自分が実際に食べてうまいと思うか、それともまずいと思うかで
ある、とはっきり言うべきだ。
　名前をつける、レッテルを貼るということは、物を区別することである。ニ
セモノとホンモノの区別は、じつにネーミングに起因している。ネーミングへ
のこだわりが、ニセモノとホンモノの区別される世界をつくり出す。そして
「食品偽装」においてそれにこだわったのは、何も知らない素人と称するホン
モノ大好きの消費者たちであった。
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４．飽食社会のスケープゴート
　中国産は残留農薬その他で何か問題がある、と消費者に嫌われているらし
い。しかし、これがまったく別の問題で、たとえばナショナリズムとか、なん
とかイズムとか、ともかくそのときどきの気まぐれで、あるいはその国の体制
が嫌われているからそこで出来たものも嫌われている、としたらどうであろ
う。それは差別である。中国産はニセモノであるどころか、勝手に名前を変え
られて、差別を隠蔽されて可哀想、ということになるだろう。
　残留農薬はむろん問題である。しかし、自分たちもついこの間まで、平気で
農薬を製造し、平気でそれを撒いてできた作物を、知ってか知らずか食べてい
たし、場合によってはいまでも食べている。食品の残留農薬の規制を厳しくし
た「ポジティブリスト」が始まったのは2006年５月のことである５ )。農作物だ
けではない。加工食品の添加物、家畜における抗生物質、さらには海に垂れ流
して魚に蓄積し、一時は魚屋さんに自殺者まで出したＰＣＢはどうなったの
か６ )。問題はかえって見えにくくなっただけではないか。そう考えると、中国
はスケープゴートにされたとも言える。
　ともあれ、グルメ志向かホンモノ志向か知らないが「全国おいしいもの産地
から直接お取り寄せ」ブームに踊らされて、本当のグルメなり産直志向ならば
自分で栽培し自分で漬ければよいものを、有名産地でそれがどれだけ収穫され
てどう製造されているかを知りもせず、すべてを他人にまかせ、さらには、そ
れが本当にすぐれた産物であるかを自分で味わい分けるだけの、素朴であるが
ゆえに鋭敏な舌をもつこともなく、ただ「おいしい」とか「あま～い」とか「高
級」というネーミングに惑わされて特定産地に殺到したために、あわれ、中国
産大根による漬物はニセモノの汚名を着ることになったのだ。
　偽装においては玄人が素人を欺くというが、おいしいものをあくどく漁り、
なにごとにもランクを付ける消費者よりも、漬物会社の社長のほうがある意味
ではずっと素人であった。すくなくとも、美味求真を自称する玄人消費者の監
視の目を、経営の素人は騙せなかった。「結局は売り手のモラルが問われる」
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と社長は言うが、モラルはいったいどっちにあるのだろうか。
　なぜなら「食品偽装」における問題は、監視や取締りの不備や欠陥にとどま
らない。洗練されたグルメ志向と言いながら、じつは猿にも劣る猿真似で浅知
恵の、ダブダブに肥えて脳はお留守の、飽食社会の人間こそが問題である。「偽
装」が（そしてその後の農薬混入の冷凍食品が）痛棒を食らわせたのは、「先
進国」の中で唯一、食料自給率40パーセントを切っている日本の食の現実であ
る。その現実に対する不安が、ニセモノを嫌う本当の理由ではないだろうか。
５．ニセの騒ぎの張本人
　「メタボ85センチの怪」と題された記事は、そうした飽食社会の不安をあぶ
り出している。そこに見られるのは厚生労働省・地方自治体・一般企業共演に
よる狂騒曲である７ )。
　周知のように、日本人男性のウエストサイズ85センチ以上は、メタボリック
症候群の予備軍として、さまざまな生活習慣病の引き金になるという。このメ
タボ症候群の基準は2000年、日本肥満学会において作られた。どうやらその基
準は学会の想定をこえて、あるいは学会名にふさわしく、勝手にだぶだぶ一人
歩きをした。同学会の理事長は「無理して85センチにする必要はない」と、い
まになって無理をおっしゃる。産地名への思い込みから生じた「食品偽装」と、
作られた基準への思惑から起きたこの騒ぎは、どちらも不安を原因とするとい
う点では同じ穴の狢のようだ。
　ここでニセモノなのは、むろん85センチという基準ではない。それが適正で
あるか否かは本来べつの話である。そもそもこの場合適正な基準などありえな
い。人種や病気の種類によるだけでなく、体型はいろいろ、体質もいろいろ。
人体メカニズムはホメオスタシス・平衡を保ちつつも、つねに変化している。
ここでニセモノであるのは、適正な基準という思い込みからつくり出されたメ
タボ予備軍であり、メタボ症候群のほうである。
　役所に限らず、人間は往々にして、夢中になって仕事するよりも、不安な自
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分の存在を紛らわすべく、自分の仕事をつくり出すことのほうに精を出す。厚
労省もさっそく、この基準に飛びついて利用した。2008年４月からは、企業な
どで「特定健康診査・特定保健指導」なるものが義務化され、腹囲85センチ以
上に、メタボ症候群予備軍のレッテルが貼られるそうである。
　なんとその数は、健診対象の40歳から74歳の男性の、２人に１人に達するら
しい。メタボ該当者と予備軍を、５年後に１割以上減らさない企業は「罰金」
すら課されるという。どうやらここに、新しい十字軍が組織された模様である。
敵をうまく見つければ味方は集まる。旧十字軍におけるヴェネツィア商人さな
がら、企業はそこに商機を見出した。新しいフィットネス機器が開発され、管
理栄養士派遣会社が設立されたそうである。
　「おもしろうてやがてかなしき」ではないが、残念にも、この騒ぎに騙され
て命を落とした人が出た。三重県のある市で、腹囲100センチ、体重82キロの
市の幹部が、メタボ撲滅作戦で市民の「手本」になろうとして、猛暑中をジョッ
ギングして亡くなった。この人は、人気のダイエット体操「ビリーズブート
キャンプ」にも励んでいたそうである。
　腹囲を落とすだけなら、毎日体重計に乗って記録するだけで達成できる。ダ
イエットと称して体操に励んだり、ましてや猛暑中のランニングなど、ふだん
運動していない人には火を見るよりも明らかな自殺行為。飽食社会のツケは、
かたや食品偽装騒ぎへ、かたやメタボ撲滅作戦へと回わされた。犠牲者は記事
に語られた１人だけではあるまい。
　ともあれ、ここで「手本」とは、自ら率先してホンモノのメタボ撲滅作戦従
軍兵士たらんとすることだった。しかし、そのメタボ撲滅作戦なるものは、始
めからニセであることが運命づけられていた。ここでもまた、ニセの騒ぎに
よってホンモノ信者がつくり出され、そのホンモノ信者によってニセの騒ぎが
拡大したのである。
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６．相補性の秘密
　ニセモノをつくり出すことがホンモノをつくり、そのホンモノがまたニセモ
ノを大量につくり出すという点は、どこにあっても同じである。そもそもニセ
モノとホンモノは、互いに補い合っている。「幻惑を誘う宮家の名」および「売
られる博士号」という２つの記事は、そうしたことをよく示している。
　数年前に、「有栖川宮」事件なるものがマスコミを騒がせたことがあった。
「殿下」と「妃殿下」と称する２人が、かつて断絶した有栖川宮家の継承者を
かたり、結婚披露宴を開いて祝儀をだまし取り、詐欺罪で服役したという事件
である。出所した「妃殿下」は、いまも「殿下はホンモノの宮様です」と、ニ
セ皇族だとした判決に怒っているそうである。かつて皇族の一員から、男性自
身が落胤だと明かされ、有栖川宮家の祭祀を継承するように告げられたのだと
いう８ )。
　笑ってはいけない。たまたま暇で金のある物好きが、ニセモノ宮家の詐欺に
引っ掛かったのではない。誘われて面白半分披露宴に出た暇人は確かにいたこ
とだろう。しかし出席した某会社社長は、その披露宴で「宮様」が物静かで質
素なことに、妙に感心したのである。「ぼんやりとした『美しい宮様像』が、
気づかないうちに自分の中にあった」と語っている。この場合なぜ、侵入した
「美しい宮様像」は、食品偽装のときのようにネガティブに働らかなかったの
だろう。それは多分、この社長の心の中に「宮様」本来のあるべき像がすでに
あり、それがニセ宮様の物静かな姿と一致したからである。
　これと好一対なのが「御用達」に殺到する社会現象である。外国製の玩具で
遊ぶホンモノ宮家の嫡出子の映像がニュースで流れると、その「がらがら」は
俄に人気絶頂、在庫がたちまち底をついたそうだ。年間70台しか売れず販売中
止になっていた「押し車」もまた、5,000台が１年で捌けてしまったそうである。
　宮家は江戸後期に４、終戦時に14、現在は６。いずれにせよ、数少ないホン
モノの真似をしようと、ニセモノが群がり生ずる。そのニセモノたちの空騒ぎ
によって、ホンモノはホンモノらしくなってゆく。
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　しかしおもしろいのは、ニセモノのなかでも数少ないホンモノのニセモノ
が、ホンモノと同じく、あるいはホンモノ以上に質素倹約、福祉施設で分け
てもらった525円のジャケットに、50円のネクタイを身につけて「お金を出さ
なくてもいいものは手に入る。本物をみきわめる目が大事」と、賢くも宣うこ
とである。相補性は量子力学においてばかりでなく、ニセモノとホンモノのい
たちごっこする社会現象にも働いている。場合によっては、ニセモノがホンモ
ノっぽくなり、ホンモノがニセモノっぽくなりさえする。
７．大学の常識
　そしてこのことは、大学においても同じである。すなわち、ホンモノの大学
はニセモノの存在によって、ニセモノの大学はホンモノの存在によって成り
立っている。
　「売られる博士号」という記事では、「実態の伴わない博士号や修士号を発行
する機関があり、そこから得た『ニセ学位』をもとに04 ～ 06年度に採用され
たり昇進したりした教員が、全国の４大学に４人いたという」という話が語ら
れている９ )。
　ここでいう「実態」ならびに「もとに」がどのようなものか、つまり、実態
の伴うという場合のその「実態」はとはどのようなものなのか、ニセ学位を「も
とに」したのは「実態」の伴う大学のはずだが、どのように「もとに」された
のか、それが問題だが、おや、４人とは少ないな、というのが正直な感想であ
る。文科省によるその調査は、それ自体が調査されてしかるべきである。この
手の判定は第三者機関によるのが公平だろう。
　文科省は当事者である。日本では、文科省の所管する大学が学位を発行す
る。アメリカでは、州当局の認証する団体が学位を保証する。そうでない場合
が「非認定校」となる。いずれにせよ、ここでも「認定」というレッテル貼り
から、ホンモノとニセモノが生まれている。「認定」以前に、ホンモノとニセ
モノの区別があるわけではない。
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　アメリカには「非認定校」が300近く、日本にも数十あるそうだ。そうした
「非認定校」のひとつ、某大学の代表は「非認定校と知ったうえで学位を受け
て何が悪いのか。いろんな大学があっていい」と話したという。正論である。
　製造業を営む株式会社が学園を設立し、公立中学が塾に補習をお願いし、大
学が入試問題の作成を受験予備校に委ねる時代である。「非認定校」の学部に
「未知現象研究学部」や「催眠学部」があると揶揄する向きがあるが、文科省
所管の「認定校」にも、１時代前には想像もつかないような名称の学部がいま
や散見する。
　日本ではこの10年に、大学院の充実を謳い文句に「認定校」で、学位の大量
発行が始まった。「ニセ学位」の続出は、こうしたホンモノ学位の氾濫状況に
見合っている。ホンモノ大学にも「ニセ教員」はたくさんいる。ホンモノ大学
が何たるかはいま問わないが、「ニセ教員」はどこにでもいる。「ニセ教員」と
は、ルーチンワークに安眠し、資格や名称に麻痺し、あるいはまた、各種バラ
エティに富んだ学会ゴッコ・大学ゴッコにうつつを抜かしている連中のことで
ある。言うまでもなくすばらしい教員も少数いる。「学位」をもたない教員に、
その数が多い。
　要するに、屑がいるから傑物がいる。遊びがあるから真剣がある。あらゆる
意味で前者が後者を、後者が前者を生み出している。これは大学に限らず、世
間の常識である。「認定」されたから「大学」なのではない。ただ文科省の「認
定校」になって、自己存在の不安に歯止めをかけてもらっただけだ。この常識
が通用せず「大学」が権威を持つと見なされている以上、「ニセ学位」がはび
こるのは当然だろう。しかし「ニセ学位」も何かを生むかもしれない。いや現
に、図太い神経の持ち主を生んでいる。
　ところで、「ニセ学位」があれば当然「ニセ論文」もある。盗用の有無を自
動探知する事業をはじめた某米国人によれば、日本を含む約90カ国から１日平
均25万５千件もの問い合わせがあり、全文の25％以上に「他人の文章」を含む
ものを「ニセ論文」とすると、その数は約３割に上がるそうだ。なんという単
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純な数字、単純な論理！　ニセモノというウソつきが、自分のことを「これは
ニセモノです」と言ったらどうなるのだろう。自己言及のみで内容空疎な論文
を出したら、どう判定されるのだろう。
８．ネーミングの力
　このように考えてくると、微細な差異の見分けこそが肝心である、というこ
とになるのだろうか。ある意味ではそのとおり。しかし、その微細な差異とは、
つぎに見る「浮き沈み命名次第」や「表面飾る政治家」の記事が言うような、
中身には関係ないが、その差異によってことが決定してしまう表面上の差異で
はないだろう。
　保湿ティッシュの新製品「モイスチャー」は思うように売れず、「鼻セレブ」
と改名したとたん、飛ぶように売れ出したそうである。ホンモノへのこだわり
を表す「セレブ」と「鼻」とのミスマッチが大いに心をくすぐったらしい。そ
してまた、某工業大学付属の工業高校は、学校名に著名な地名をつけて改名し
たとたん、応募状況が上向きになったそうである。その地名には有名な進学校
の響きがあるらしい10）。
　一見この２つの現象は、同じように見えて同じでない、と思われるかもしれ
ない。後者は「名は体をつくる」というように、学校名の変更が学生を多く集
め、その学生によって学校の中身が変わるかもしれない。それに対して前者は
「鼻セレブ」と言ったところで、中身は全然変わらない。
　しかし、早合点は禁物である。「鼻セレブ」の売れ行きに弾みを得て、「超鼻
セレブ」なる新商品が生み出されたそうである。ここから引き出されるべき教
訓は何だろうか。
　「ネーミングが宇宙をつくる」とは、大衆文化・複製芸術論で著名な多田道
太郎さんの言葉である11）。それはまた、ソシュールの言語理論にも合致している12）。
考えてみればネーミングとは、差異の網の目である言語体系に、微細な差異を
新たに切り出すことである。その微細な差異は、表面ばかりでなく、中身にも
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関係する。いま見た上の２例はそのことをよく示しているように思われる。
　つまり、最初に言ったホンモノとニセモノの１次的な定義（「ホンモノは自
分を自分以上にも以下にも見せない」「ニセモノは自分を自分以上のものに見
せる」「ホンモノは表と裏、包装と中身が一致する」「ニセモノはそれらが一致
せず、ズレている」）は、むしろホンモノ信者の差別的発言とも言うべきもの
である。本当は、ホンモノもニセモノもどちらもズレ、差異を生み、変化する。
　ニセモノが自分を自分以上に見せるとしたら、ホンモノも自分を自分以上に
見せなければならない。自分を自分以上にも以下にも見せず、表も裏もないも
のは、じつはモノとすらも呼べない。すくなくともそれはこの世に生きてはい
ない。首尾一貫、同一性を頑に守り、不変性を貫くものなど、少なくとも生命
のある世界のどこにもない。
　ではしかし、ホンモノとニセモノの区別はどこに求められるか。よい方向へ
変化するのがホンモノで、悪い方向へ変化するのがニセモノ、では答えになら
ない。
　ここまで見た例によって、答えの手掛かりはすでに与えられている。ネーミ
ングがホンモノとニセモノをつくると先に書いた。ホンモノもニセモノも、同
じようにネーミングによってつくられる。先行するホンモノを真似るものがニ
セモノ、なのではない。場合によっては、ホンモノがニセモノを真似ること
だってありうる。というより両者は、ネーミングによって同時発生し、相補的
に存在する。しかし肝心なのは、そのネーミングとの関わり方なのだ。
　すなわち、ネーミングによってつくられるだけでなく、ネーミングをさらに
つくり出すものがホンモノであり、既成のネームにこだわるものがニセモノで
ある。ホンモノはネーミングによって、ネーミングにおいて成長し、そして
ネーミングを成長させる。ニセモノは逆にそこにおいて停滞する。
　ネーミングは大切である。ネーミングがホンモノとニセモノの区別をつくり
出すなら、それを利用しない手はない。利用するということは、惑わされない
ということである。惑わされずに利用することが成長を呼び、惑わされてそこ
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に溺れることが停滞をひき起こす。とはいえ、この成長と停滞については、も
う少しべつの例を見る必要があるだろう。
９．政治家の顔の意味
　「表面飾る政治家」という新聞記事が語るのは、代わりばえのしない政治家
の顔の話である。「顔学」で知られる専門家の指導を受けて、コンピュータ画
像処理技術を使って主な党の衆議院議員の「平均顔」をつくったところ、「自
民顔」と「民主顔」が瓜二つだったという。顔が似ているというのは中身も変
わらないということではないか、とその記事では示唆されている13）。
　中身が変わらない、つまり変化がない、言い換えれば進歩がない、成長がな
いということである。55年体制下の「自民顔」と「社会顔」は明確に違ってい
たと言われている。思い起こしてみれば、確かにそうだった。なんだかんだと
言っても、55年体制下で経済成長が起こり、日本は大きく変わった。
　それに対してこの10数年、ＩＴ技術の革命は、それが有無を言わせぬ全面的
なものであればあるほど、逆に社会は沈滞してゆくように見える。少なくとも、
勤労者階級の心は沈んでいる。その沈滞ぶりは、「自民顔」と「民主顔」の変
わらないことが「中身」の大きく変わっては困るという有権者の逆説的な意識
を反映している、と言われることからも推察できる。
　代わりばえのしない「自民顔」と「民主顔」に比べて、公明党や共産党の議
員の「顔」には明らかな特徴があると書かれているが、べつに自慢するほどの
ことはない。それらはそれらで「公明顔」「共産顔」として停滞している。
　しかしこのことを、政治家に限らず「個」が「集団」に埋没しているのだと
言うのでは、適切に見えて、問題の解決にはならない。なぜなら、個性や独自
性、独創性を持ったもの、つまりオリジナルなものがホンモノだと言うだけで
は、一種の同語反復であり、芸もなく出発点へ戻っただけである。
　問題解決の鍵はどこにあるか。成長と停滞、ホンモノとニセモノの別れ道は
どこにあるか。それは多分、こんなふうに言えばよいのではなかろうか。
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　政治家の「顔」がほとんど変わらないのは、中身が変わらないからである。
しかし中身の変わらないのは、中身が追いつくべき「表面」の特徴がないから
である。飛躍は空虚に向けてできるものではない。目標がなければ、走って踏
み切るべき地面すらあやふやになる。しかし目標が単一で固定していては、未
来へ向けての自由な飛躍がない。自由で自在であることこそ、未来へ向かう飛
躍の定義である。単一で固定した目標は、飛躍者たちの間に序列を付けるだけ
に終わるだろう。そうした目標はしばしば、過去への強張った思い込みの投影
であることが多い。
　同じ記事の中で、40年近く政治家のテレビ用メークを担当した人が、つぎの
ように言っている。「政治家に求められているのは、ハンサムかきれいかでは
ない。有権者が求めるイメージを作り上げられるかです」。
　ここで「イメージ」とは、むろん中身ではない。しかしそれは、偽りの外観
でもない。それはまさに、中身が追いつくべき「表面」の特徴であり、自由で
自在な飛躍を誘う目標なのだ。「表面」の特徴とは、目に見える一定の形やし
るしのことではない。それは、それであるのにそれでなく、それでないのにそ
れであるような、新しさと親しさ、新奇と旧知を合わせ持って、何かをどこか
へ誘う未知の全体の雰囲気である。それは何だか分からないものだが、といっ
てべつに得体の知れないものでもない。ホンモノという言葉をまだ使いたけれ
ば、それこそがホンモノの定義であろう。しかしこの段階まできたとき、後で
「生の哲学」を参考にして述べるように、ホンモノとニセモノの区別はふたた
び微妙になっている。
10. 取り合わせの妙
　ある地方選挙で新顔候補を応援した選挙参謀は、当の候補が若年層に受けな
い理由をその硬い表情に見出して、写真を検討しているとき、余ったフィルム
で偶然撮った候補者とその次女が腕を組んでほほ笑む写真に、ピンと来たとい
う。案の定、その写真を若者たちに見せたところ、「一緒に写った女の子がす
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ごくいい」という声が大半で、パンフレットに載せられたその写真によって、
支持率はめでたく上昇していったそうである14）。
　「民意探り探られ」の記事が語るこのエピソードを、イメージ作戦はつねに
有効だ、中身は変えられないが、表面は変えられる、何を言うかは変えられな
いが、どう話すかは変えられるのと同様だ、と受け取るだけでは不充分である。
そう受け取られてしまうと、マキアベリスティックな悪用によって、未知へ向
けての飛躍はむしろ阻害されてしまう。
　写真に写ろうが写るまいが、某候補者は、候補者だけでは中身も外見も代わ
りばえはしない。「一緒に写った女の子がすごくいい」といったところで、そ
れはそれだけのことである。かわいい女の子ならどこにでもいる。問題の急所
はそこにはない。
　候補者は次女と腕を組んでほほ笑んだという。なぜほほ笑んだのか、理由を
しいて問う必要はない。理由はいろいろだろう。それよりも、単純な事実であ
るその場のその笑みが、候補者だけでは実現できないものであり、かわいい次
女だけでも実現できないものであることが肝心である。その２人が組み合わさ
れて、その笑みが生まれた。その笑みは候補者の外見と中身が、そこで同時に
新たに変化したことを告げている。２人の組み合わせ・重ね合わせから、自由
で自在な飛躍を誘う目標が生まれたのだ。
　「人々が求めるものを探り、探られる関係に行き詰まりを感じている」と、
別の選挙の候補者陣営に加わったベテランの音楽プロデューサーは言ってい
る。しかしそれは、求めるものが「もの」であり、探り探られる関係も「もの」
として受け取られているからである。そうした閉塞感からは、売れるためには
「もぎたての果実のように、ドンと出すのがいい」という期待しか出てこない。
しかし「もぎたて」であろうがなかろうが、それは「もの」である。しかも「も
ぎたて」というだけの「もの」は、たちまち萎びてゆくだろう。それに「もぎ
たての果実」とは、陳腐な決まり文句である。
　難癖をつけているのではない。候補者と次女の取り合わせは（食品における
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中国と日本の取り合せとは逆に）、新しいネーミングの誕生と同じことなので
ある。ネーミングを構成する単語自体は、手垢のついた言葉である。しかしそ
の新しい組み合わせが、差異の体系の言語の内部に、微細であるが新しい差異
を生み出し、体系を変えてゆく。わずかな差異によって、言語宇宙全体は同じ
要素から出来ているはずなのに、なんだか少し、いやすっかり変わってしまっ
たように見えてくる。そのように見えてくるもの以外に、言語宇宙、すなわち
人間的現実は存在しない。
11．はじまりにあるニセモノ
　「100％オリジナルなものは存在するのか。オリジナルと主張する人も、従来
の文化から借りていることを忘れてはいけない」と、著作権問題に詳しい弁護
士は話している。
　「中国でも海外でも入手できる情報に差がなくなってきている。ほかの影響
をまったく受けずに作れるものはないのでは」と、「中国版ディズニーランド」
と批判された「方特歓楽世界」の広報担当者も言っている15）。
　そのとおり。しかしそれは何も、いまになってはじまったことではない。生
命のはじまりから、それはそのようになっている。分子生物学・遺伝子工学の
知見によらずとも、20世紀初頭の「生の哲学」が、すでにそれを指摘している。
　ニーチェとならぶ生成と変化の哲学者ベルクソンはつぎのように言ってい
る。「生命はそれとなくふるまう。物質を単なるメカニズムの外へ連れ出す生
命の力は、もしまず物質のメカニズムにつき従わなかったら、そもそも物質に
働きかけることができなかっただろう。それはちょうど鉄道の転轍機が、列車
をそこから切り離そうとする線路にはじめは寄り添うようなものである。言い
換えれば、生命はそのはじまりにおいて、生命なしに出来かかっていた、ある
いは出来えたような、そういう物質の内部に入ったのだ」16)。
　物質のメカニズムにつき従い、寄り添うとは、先の候補者とその次女のイ
メージを思い浮かべてもよいが、いまここでオリジナルとコピー、ホンモノと
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ニセモノという文脈で言うならば、生命が物質のコピーからはじまるというこ
とである。物質のはじまりそのものはいざ知らず、少なくとも生命のはじまり
はニセモノなのだ。すなわち、ものにニセてつくられてゆくモノが生命なので
ある。ニセモノより以前にあるものは、ホンモノでもなんでもなく、ただのも
のである。
　そうしたものとニセモノの間、換言すれば、はじまりにあるものとしてのオ
リジナルとコピーの間には、どんなにうまく見せかけても微妙な差異があるだ
ろう。どんなに精巧に真似て、見分けのつかないようにしても、似せるという
そのこと、その意識の誕生において、微妙だが決定的な差異が見出されるだろ
う。しかし、そこに生命が宿り、それが生命の働きなのである。真似るとは学
ぶことであり、記憶が知覚に重なり、その二重性の狭間から、新しくいのちが
芽生えてゆく。
　それは人々がさまざまな場所で、日々体験していることである。１ではなく
て、２になること、そしてさらにふえてゆくこと、ふえることにより、ふえる
こと自体において、それらは元のものとはちがってゆく。それが差異をつくり
出す生命の動きである。
　概念的に言うなら、いのちは多数性の方へ行く。逆にものは、たとえどのよ
うに多数であっても、単一性の方へ行く。すなわち、還元主義はものに即し、
多元主義はいのちに即している。少なくとも生命ある存在は、どこかに始祖が
ただ１個あるのではなく、はじめからそれは何かと、何かに似たものとの、複
数の存在である。起源が１つというのは、支配や統御のために都合のよい神話
であろう。
12．贋作を飾る
　大きくなった話を、美術における「偽装」、つまり贋作の問題に戻すことに
しよう。現代の最新技術によって、いまやその２つは区別がつかなくなったと
言われる。「誇り隠し『贋作』の村」という記事が語っているのはそうした事
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態である17)。
　徳島県にある某国際美術館は、世界約1900の美術館にある名画を撮影、転写
した原寸大の複製陶板１千点以上を展示している。「当初は『あんな偽物の美
術館をつくってどうするんだ』と言われた」ものが、いまや複雑な曲面を持つ
複製陶板の開発に成功し、ミケランジェロのシスティーナ礼拝堂の天井画を完
全復元して、原画のバチカン美術館の館長をうならせたという。
　また、文化財の複製品作りを手がけて20年、「複製作りとは、先人の技術を
蓄積すること」だと言う修復家によれば、材料の成分から表面の傷まで、すべ
てをコピーして作った結果、ホンモノと区別がつかなくなり、コピーを間違え
て展示した博物館もあったそうである。
　ホンモノとニセモノを「差別」することはもはや無用である。少なくとも、
その区別は現実においては揺らいでいる。むろん、ホンモノとニセモノの「原
理的な区別」はできる。ホンモノと呼びたいものは各事例において原則的に１
つとされ、それに対してニセモノと呼ばれるものはつくろうと思えば多数つく
れる。絵画における贋作の代表例ダ・ヴィンチやフェルメールをめぐる事件を
見ればそのことはよく分かる。
　しかし、贋作においておもしろいのは、例えば《モナリザ》と同時代に作ら
れたとおぼしきコピー、すなわちニセモノと呼ばれるものが、それぞれある時
期に高価に買われてホンモノであると主張されたり、逆にルーヴルにある１点
が、本当にレオナルドの作かと疑われたりしたことである。つまり、こうした
古典的な例では、どこかに１つホンモノがあると信じられているが、どれがホ
ンモノであるか分からないとき、そうした「ホンモノ神話」を利用して贋作が
登場したのである。所有者たちは自分の所有物以外のすべてのものを疑わしそ
うに、あるいは強固にニセモノだと思っている。ここにはむろん、個人と所有
に関する特殊な歴史的社会的条件が絡んでいる。
　そのような時代は、ベンヤミンからボードリヤールまでが言うとおり、複
製技術時代の進展に伴って終結した18)。しかしそれは生の哲学者から言わせれ
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ば、生命のはじまりに戻っただけの話である19)。どんなに技術が進展しても、
オリジナルについての意識を消滅させることはできないだろう。しかしそれ
は、いのちの振る舞いそのものに関わることではなく、所有権や財産権、つま
りはいのちの融通無礙な振る舞いを統御しようとする意識との関係で言われる
ことである。
　ともあれ、まだその言葉を使うしかなければ使うが、いまやもう何がオリジ
ナルで何がコピーなのか分からない。あるいは、オリジナルはオリジナルのま
まにとどまることが最早できない。つぎの簡明な例はその点において非常に印
象的である。
　曽我簫白の《雲龍図》は現在ボストン美術館にある。その絵は、もとはどこ
かの寺院の本堂の襖絵だったらしい。その寺を探して復元する話になったが、
なかなかに見つからない。どうにか伊勢神宮の近くの中山寺という禅寺の本堂
を見つけ、そこなら寸法が合いそうだということになった。そこでボストンか
ら取り寄せた写真を原寸大に引き伸ばして、襖を新調して張り付けたところ首
尾は上々、という話である20)。
　ここでオリジナルはどちらだろうか。ボストンの《雲龍図》がオリジナルで、
中山寺の襖絵はコピーだと言ってすましてはいられない。少なくともボストン
の《雲龍図》は、言葉は悪いが死蔵され、中山寺の襖絵は生きている。前者は
文字通り骨董だが、後者は環境と手を組んだ活き物である。オリジナルという
ものが単個の孤立した存在ではありえないことを、この話はあらためて教えて
くれる。選挙のあのほほ笑みの話と同じことである。
13．ニセモノのいのち
　ふつう、歴史上有名な贋作事件すべてを通じて、ニセモノはホンモノに比べ
て寿命が短いと言われている。例えばフェルメールの場合、ファン・メーヘレ
ンが巧妙に専門家を欺く高度の贋作《エマオのキリスト》を、時間をかけてつ
くり出したが、その作品の登場が1937年、事実が明らかになったのが1947年、
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ということで10年にも満たない。日本における《永仁の壺》事件にいたっては、
さらに短期間で事の真相が知らされた。ニセモノはいずれバレる。やっぱりニ
セモノはインチキであり、いずれ馬脚をあらわすというわけである。しかし単
に寿命の長いことがホンモノの証拠なら、複製陶板と仏像複製の例は一体どう
なるのだろうか。
　ベルクソンによる生命のはじまりを思い出そう。生命とは、それだけでも存
在したかもしれないような何かにつき従い、寄り添いつつ、その何かのメカニ
ズムをこっそり真似て、だまして未知の方へ、未決定の方へ連れ出すものだ。
それが生命のはじまりの事実であり、生命進化の生み出している事実である。
ものの寿命は長くもあり短くもあるだろう。しかし、ニセモノとは単なるもの
ではなく、いのちそのもののことなのである。
　贋作の話ついでに蛇足を１つ。「誇り隠し『贋作』の村」という先にもふれ
た記事には、中国のある村のことが語られている。その村には700をこえる画
廊や工房があり、５千人以上の画家や画工が住み、量産した複製画を欧米へど
しどし輸出しているそうだ。そこで働くある画家は「これまで描いたモネの
『睡蓮』は１万枚以上。今では、手本の写真を見なくても手が動くようになっ
た」と言う。また別の画家は「ミロは有名だからよく売れる。30分くらいで描
けるし、図柄を少し変えたり、コピーしてもミロのサインを入れたりしなけれ
ば、著作権侵害にならないから大丈夫」といみじくも語る。
　それでも先の『睡蓮』の画家は、たまには「オリジナル」な自分の絵を描き
たくて、売り物の『睡蓮』の下に自作の風景画を飾っているが、忙しくてその
絵の手本は写真であるという。いわく「これじゃメーカーの工場で働いている
のと変わらない。いつかはスケッチ旅行に出かけたい」と夢を語ったそうであ
る。
　しかし、ここで風景画家コローを思い出そう。本家フランスのカミーユ・コ
ローのことだが、現代の「贋作」時代にいたるずっと以前に、確かな作品は
３千点なのに、アメリカだけでホンモノが１万点もある、という笑い話がある。
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そのコロー本人が、あるとき自然の中でイーゼルを立てて描いていて、どこを
見て描いているのかと人に聞かれて、黙ってうしろを指差したそうである。
　自然の中で自然を一心に見、しかしその自然に囚われずに背を向けて描いて
いたのである。「贋作」の村の画家もまた、「オリジナル」な自分の絵の場合に
は、風景に忠実でありながら風景そのものではない写真を見ながら一心に描い
ていた。２人とも、何かにつき従いながら、しかしそこから離れてゆくという、
生命のはじまりのふるまいに忠実であるようだ。
　最後に日本の「偽装」問題に戻って、とりあえず結論を述べれば、ホンモノ
／ニセモノの区別が固執され、したがって「偽装」とそれへの一律の非難が生
じるのは、むしろ生命の根源の力であるニセモノ力が弱まったからこそである
ように思われる。
注
１ ) ちなみに２位は「食」、３位「嘘」、４位「疑」、５位「謝」の順であった（日本漢字
能力検定協会のホームページ参照）。
２ ) Cf. http//www.event.dai-ichi-life.co.jp/senryu/
３ ) 朝日新聞の特集「ニセモノ社会」（2008年１月１日から10日まで、計９回にわたって
朝刊に連載された）。
４ ) 「ニセモノ社会」第１回、2008年１月１日付、朝日新聞朝刊。
５ ) それ以前の「ネガティブリスト」では、事前に毒性を精査した特定の農薬が基準以
上に含まれていれば規制できるが、基準づくりがまだの農薬は対象にならなかった
そうである（2008年２月12日付、朝日新聞夕刊参照）。
６ ) PCBは、ポリクロロビフェニルの略。絶縁性が高く、不燃で、安定性に優れている
ため、種々の絶縁体、熱媒体、塗料、印刷用インキ、複写紙、可塑剤などに広く利
用されたが、カネミ油症事件（1968年）を契機に1972年に生産中止となった。生体
内に入ると分解されず蓄積され、視力障害や肝臓障害などの中毒症状を起こし、死
亡者も出す（『ブリタニカ国際大百科事典』「PCB」および「カネミ油症」の項参照）。
７ ) 「ニセモノ社会」第４回、2008年１月５日付、朝日新聞朝刊。
８ ) 「ニセモノ社会」第３回、2008年１月４日付、朝日新聞朝刊。
９ ) 「ニセモノ社会」第５回、2008年１月６日付、朝日新聞朝刊。
10） 「ニセモノ社会」第７回、2008年１月８日付、朝日新聞朝刊。
11） 「ネーミングは宇宙である」『多田道太郎著作集２、複製のある社会』（筑摩書房、
1994年）。
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12) ソシュール言語論については、丸山圭三郎著『ソシュールの思想』（岩波書店、1981年）
がいまでも最良の案内書である。
13） 「ニセモノ社会」第６回、2008年１月７日付、朝日新聞朝刊。
14） 「ニセモノ社会」第９回、2008年１月10日付、朝日新聞朝刊。
15） 「ニセモノ社会」第８回、2008年１月９日付、朝日新聞朝刊。
16) アンリ・ベルクソン「意識と生命」1911年（『ベルクソン全集』第５巻、白水社に所
収）。ただし引用の訳文は筆者による。ベルクソンとほとんど同じ考えを、ニーチェ
は『道徳の系譜』第３論文「禁欲主義的理想は何を意味するか」の第10節「簡単な
方程式」において示している。両者の関係については拙著『いのちの美学』（学陽書
房、2004年）第３章「生の哲学とシミュラークル」、および拙論「はじめにシミュラー
クルありき」（『大航海』第12号、1996年、新書館）でふれた。そこで「シミュラークル」
と言われているものが、今回の論における「はじまりにあるニセモノ」に対応する。
17) 「ニセモノ社会」第２回、2008年１月３日付、朝日新聞朝刊。
18) ベンヤミン「複製技術時代の芸術作品」（各種文庫にあり）とボードリヤール『シミュ
ラークルとシミュレーション』（法政大学出版局、1984年）を参照。
19) 拙論「イマージュ・近代・シミュラークル」（『オリジナル・コピー・シミュラーク
ル』創林社、1984年に所収、『近代の映像』青弓社、1996年に再録）参照。
20) 「彩・美・風」2008年２月13日付、朝日新聞夕刊の辻惟雄さんの文による。
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